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第２次環境基本計画後期計画の施策及び重点プロジェクトについて  

 

 

 

１．環境基本計画の進捗について 

 

◆令和元年５月 25日開催 環境フェスティバルにおける普及啓発 

    テーマ「私たちがつくる、SDGsで持続可能な世界」 

 

① SDGs・環境基本計画後期計画等をテーマにしたパネル展示を実施 

② パネルによる SDGsクイズの実施 ⇒ 景品をゲットできる！ 

③ ゴーヤの苗の引換に SDGsのクイズを実施 ⇒ ゴーヤの苗をゲットできる！ 

 

イベント参加者数：約 4,600人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度第 1回審議会 

資料３ 

パネル展示の問題点 

 

興味が無い限り見ない 

パネル展示の問題点 

クイズ形式 

ゴーヤの苗配布の条件 

解決 参加手法の工夫 
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◆主催事業における SDGsのラベリング 

 

 主催事業に SDGsとの関連性を示し、SDGsのロゴをチラシに掲載 

 

主催事業のチラシ 

 

 

 

◆夏休み期間のエコプラザにおける SDGsの展示 

   

  夏休み期間中のイベント「いこいーなをさがせ！」と連動した展示 

  クイズに答えていくと、キーワードとスタンプの場所がわかる 

 

エコプラザ西東京 展示 

 

 

 

 

連携 
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グリーンカーテン、打ち水、環境家計簿や家庭の電力を再生可能

エネルギー由来の電力に切り替えるなど、市民レベルで取り組むこ

とができる温暖化対策活動について、定性的な評価だけでなく、効

果が目に見える形で数値化に取り組み、その結果を市民に情報発信

することで、足元から進める活動の普及を図ります。 

市内に生息するワルナスビをはじめとした外来種について、市

民、団体、事業者と協働して駆除を行うとともに、外来種による

影響等について学ぶ場を設けることで、市民の生物多様性につい

ての関心などを高めます。 

また、駆除活動を通じて参加者が屋外で体を動かす機会を提

供します。 

２．重点プロジェクトの取組について 

 

◆現在までの取組 （後期計画 78 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今後の方向性 

① 温暖化対策 

みんなで見える化 

① 市内小学５年生を対象とし、夏休みの宿題に環境家計簿を実施 

⇒夏休み期間中で１週間の取組みを行う ⇒ 削減の見える化！ 

② LED 照明器具設置助成制度の拡大 

⇒工事を伴わない LED照明器具の購入も助成制度対象へ  

⇒この助成制度を周知することを助成要件（申請書記載事項）に 

⇒申請書に交換前と交換後のW数を記載することにより、削減を各個人に対して見える化 

⇒事業終了時に、杉の木換算で全体の削減効果を見える化 

 

 

 

化！ 

 

④ みんなで 

外来種駆除 

① ハクビシン・アライグマの捕獲事業の実施 

⇒相談を寄せられた市民宅に箱わなを設置 

② 特定外来種・外来種について HP で普及啓発 

③ いこいの森公園において「ワルナスビ抜き取り大作戦」を実施 

⇒工事を伴わない LED 照明器具の購入も助成制度対象へ 
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【その他】 

市内の高等学校と連携 

⇒環境への取組について協働で検討し、重点プロジェクトへの相乗効果 

 

 

【長期スケジュール】 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

     

     

     

 

① 市民団体との連携の在り方の検討 

② 重点プロジェクト推進のための会議の実施 

 

重点プロジェクト 

１）環境課題への対応 

２）活動主体の支援・育成 

全ての課題への対応を目指す 

 

 

 
仕組み作り 

協働・実証 

実証・検証・見直し 


